




繊維機械館紡ぐ・織る技術　道具から機械へ

　名
古
屋
市
西
区
に
あ
る
ト
ヨ
タ
産
業
技
術
記
念

館
は
、
豊
田
佐
吉
が
1
9
1
1（
明
治
41
）年
に
、

自
動
織
機
の
研
究
開
発
の
た
め
に
創
設
し
た
試
験

工
場
の
場
所
と
建
物
を
利
用
し
て
建
設
し
ま
し
た
。

　建
築
史
的
に
評
価
さ
れ
た
赤
レ
ン
ガ
の
建
物
を

グ
ル
ー
プ
全
体
の
歴
史
的
遺
産
と
し
て
保
存
し
な

が
ら
、
広
く
社
会
の
皆
様
に
ご
利
用
い
た
だ
き
、

社
会
の
健
全
な
発
展
に
役
立
つ
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

ト
ヨ
タ
グ
ル
ー
プ
の
源
流

　
　
　
　
　
　
　

 

〜
こ
の
地
か
ら
〜

　ト
ヨ
タ
グ
ル
ー
プ
創
始
者
の
豊
田
佐
吉
は
、

1
9
1
1（
明
治
44
）
年
、
名
古
屋
市
栄
生
に
、

自
動
織
機
の
研
究
開
発
を
す
る
た
め
、
豊
田
自
動

織
布
工
場
を
設
立
し
ま
し
た
。
工
場
を
拡
張
し
、

1
9
1
8（
大
正
7
）年
に
豊
田
紡
織
㈱
に
改
組
、 

1
9
2
4（
大
正
13
）年
に
ト
ヨ
タ
グ
ル
ー
プ
誕
生

の
礎
と
な
っ
た
、
当
時
世
界
で
最
高
性
能
を
持
つ

無
停
止
杼ひ

換が
え

式
豊
田
自
動
織
機
（
G
型
）
を
完
成

さ
せ
ま
し
た
。
完
成
し
た
G
型
自
動
織
機
の
製
造

販
売
を
目
的
と
し
、
1
9
2
6（
大
正
15
）年
に
㈱

豊
田
自
動
織
機
製
作
所
を
刈
谷
町
（
現
在
の
刈
谷

市
）
に
設
立
し
、
ト
ヨ
タ
グ
ル
ー
プ
成
長
の
新
た

な
核
と
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　佐
吉
の
長
男
、
豊
田
喜
一
郎
は
㈱
豊
田
自
動
織

機
製
作
所
で
自
動
車
と
材
料
の
研
究
開
発
を
始
め
、

1
9
3
3（
昭
和
8
）年
に
自
動
車
部
を
設
立
。

1
9
3
7（
昭
和
12
）年
に
ト
ヨ
タ
自
動
車
工
業
㈱

を
挙こ
ろ

母も
ち

町ょ
う

（
現
在
の
豊
田
市
）
に
設
立
し
ま
し
た
。

 

ト
ヨ
タ
グ
ル
ー
プ
発
祥
の
工
場
（
豊
田
紡
織
㈱

本
社
工
場
）
は
、
豊
田
喜
一
郎
生
誕
1
0
0
周
年

の
1
9
9
4（
平
成
6
）年
6
月
11
日
に
、
貴
重
な

産
業
遺
産
を
保
存
・
活
用
し
、
ト
ヨ
タ
産
業
技
術

記
念
館
と
し
て
開
館
し
ま
し
た
。

　織
機
の
発
明
に
一
生
を
捧
げ
た
佐
吉
の
「
研
究

と
創
造
の
精
神
」
と
、
喜
一
郎
が
情
熱
を
注
い
だ

「
モ
ノ
づ
く
り
」
の
大
切
さ
を
、
広
く
社
会
に
伝

え
る
こ
と
を
基
本
理
念
と
し
て
い
ま
す
。

見
て
、
触
っ
て
、
楽
し
く
学
べ
る
記
念
館

　館
内
は
、
主
に
糸
の
生
産
や
布
を
織
る
機
械
に

つ
い
て
紹
介
す
る
「
繊
維
機
械
館
」、
日
本
の
自

動
車
作
り
の
変
遷
を
紹
介
す
る
「
自
動
車
館
」で

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
他
に
も
、
モ
ノ
づ
く
り
の

楽
し
さ
を
体
感
で
き
る
「
テ
ク
ノ
ラ
ン
ド
」
や

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
シ
ョ
ッ
プ
に
レ
ス
ト
ラ
ン
、
カ

フ
ェ
も
完
備
さ
れ
て
お
り
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま

で
ゆ
っ
く
り
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▲繊維機械館　約3,468平方メートルも  の広々とした空間は、大正時代に建てられた紡織工場で、柱や梁や赤レンガの壁をそのまま使用しています。

▲昔の道具を使用して綿から糸をつくる
　糸つむぎ作業の実演

▲豊田佐吉が発明した日本で最初の本格的な動力織機
　「豊田式汽力織機（1896年発明）」

▲豊田佐吉の最初の発明　片手で織物が織れる
　「豊田式木製人力織機（1890年発明、1963年に複製）」

▲日本の産業近代化のさきがけ的発明
　「無停止杼換式豊田自動織機【G型】（1924年）」

▲豊田喜一郎の発案による紡績の合理化に大きく
　貢献した「スーパーハイドラフトリング精紡機」

▲織機の生産性を高めるため空気を利用して
　よこ糸を飛ばす「エアジェット織機」
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自動車館過去から現在、そして明日へ

　広さは延べ7,900平方メートル。大きな体育館に自動車工場がまるごと入ったような展示場には「自動車事業創業期」「時代を
見据えた車両開発」「開発技術」「生産技術」「豊田喜一郎とは？」の5つのゾーンから構成されています。オペレーターによる
稼働実演、映像やボタン操作で動く本物の機械とカットモデルなど、目と耳で理解できる展示となっています。

▲創業期から現在まで、それぞれの時代に直面した開発技術の足取りと、各時代を代表するトヨタ車を展示しています。

▲試作工場　手叩き板金によるボデーづくりの様子
最初の試作乗用車はプレス機を使わず、職人が木型に合わせ
手叩き板金でボデーをつくりました。

▲トヨダ最初の乗用車「AA型乗用車（1936年4月完成）」
AA型は当時、画期的な流線型のデザインで、現代の感覚にも
マッチする斬新なスタイルです。AA型で築かれた技術が、後
の自動車産業を支える基礎となりました。

▲時代を見据えた車両開発
時代によって変化する「お客様のニーズ、社会的要請」に応
えるために、トヨタが自動車開発においてどのようなチャレ
ンジをし、モノづくりの考え方を今に繋げてきたのかを年代
順に紹介しています。

▲ボデー組付技術の変遷
今ではパネルの運搬・組付・溶接までロボットで行っています。
ここでは4代目プリウス用に導入された自動溶接組付装置を動
態展示しています。
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〒451-0051　名古屋市西区則武新町4-1-35
TEL：052-551-6115　FAX：052-551-6199
開館時間：9時30分～17時（入場受付は16時30分まで）
休　館　日：月曜日（祝日の場合は翌日）、年末年始
入 館 料：一般1,000円、65歳以上600円、大学生500円
　　　　　中高生300円、小学生200円

※名古屋市立の小学校の春・夏・冬休みは小学生の入場が無料となります。
※65歳以上・大学生の方は、証明できるものをご持参いただき、ご提示ください。
※未就学児、障がい者手帳などをお持ちの方と介助者（1名）は無料です。
　総合案内で証明となるものをご提示ください（障がい者手帳アプリ「ミライロID」ご利用可）。

Information

最新の情報は
ホームページで。

写真提供・協力：トヨタ産業技術記念館

トヨタ産業技術記念館

名古屋本線
「栄生駅」下車、徒歩3分

名古屋駅バスターミナル11番乗り場
『なごや観光ルートバス「メーグル」』乗車
「トヨタ産業技術記念館」（敷地内）下車すぐ

タクシー
「名古屋駅」から5分

名古屋高速6号清須線「明道町出口」から5分程度
名古屋高速都心環状線「丸の内出口」から10分程度
無料駐車場　乗用車 220台

TAXI

レストラン
ミュージアムショップ

繊維機械にまつわる商品から自動車関
連グッズまで、幅広くラインナップ！記念
館ならではの商品が勢揃い！大人も子
供も楽しめる商品が盛りだくさんです。
営業時間／9：30 ～ 17：00
電話番号／052-551-6259

ミュージアムカフェ

ソフトドリンクや軽食の他、季節感溢れ
るスイーツも楽しめるセルフスタイル
のお店です。記念館の中央に位置して
おり、見学後の休息に最適です。
営業時間／9：30 ～ 17：00
電話番号／052-551-6243

ブリックエイジ

シェフ自慢の洋食メニューをごゆっくり
とお楽しみ頂けます。また、当店パティ
シエ手作りのデザートと淹れたての
コーヒーを是非お楽しみください。
営業時間／11：00 ～ 17：00（16：30 L.O）
電話番号／052-551-6243
※写真はプレミアム赤レンガランチ（数量限定。イメージ）

テクノサーキット
床に映ったコースの上を運転する
事により、自動車の基本動作「走
る」「曲がる」「止まる」を体験する
事ができます。（身長120cm以上
の方が体験できます。）

要入場整理券
テクノランド前の特設配布場にて事前配布しています。
（当日先着順）。インターネットや電話による予約はできません。

テクノランドモノづくりの心を育む 12のオリジナル体験遊具

　テクノランドはオリジナルの遊具で繊維機械や自動車に使われている原理や
しくみを、ゲーム感覚で楽しみながら体感・理解できる学びのスペースです。

ぴたっとブレーキ
自動車のブレーキは摩擦の力で車
輪を止めます。構造的にはドラム
ブレーキとディスクブレーキの2種
類があります。ここではその構造の
違いと摩擦熱を体感することがで
きます。

機織りマシーン
ふみ車を足で回すと布織りが進み
ます。その様子が大スクリーンに映
し出されます。好きな色の糸を選
んで、カラフルな布を織りましょう。

（同時に二人まで体験できます。 
※小学校入学前のお子様は保護
者同伴のこと）

ウォータージェット・シュート
ウォータージェット織機は、水鉄砲
のように噴出された水の力でよこ
糸を運びます。これは水で糸を飛
ばすウォータージェット織機の原

理を使って的
まと

を狙うゲームで、水
の力を体験できます。

・時間帯を区切って、総入替制を導入しています。おひとり様1日1回のみ入場可能です。（時間帯、および定員は、事情により変更される場合があります）
・小学校入学前のお子様は、必ず保護者同伴でご入場ください。　　・一部の遊具は、身長・年齢制限を設けています。
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お問い合せ先　0120-251-039
受付時間 : 平日8:45～19:00　休業日 : 土日祝、 12/31～1/3

アプリ専用の優遇金利で
お申込みいただけます

詳しくは

こちら

店舗紹介
Store Introduction

営業時間／12：00～19：00　TEL・FAX／0564－89－0618　定休日／水曜日

店長メッセージ

バスケットボール専門店

バスケットボールショップ ＆
カフェ

バスケットボールショップ ＥＩＧＨＴは経験者ならではの知識と視点を生かした
オリジナルグッズなどが好評で、地域のバスケットボールファンから愛されてきました。
このたび、より多くの方にバスケットボールの魅力を届けたいとの想いから、
カフェを併設し、名鉄東岡崎駅直結のオト リバーサイドテラスに
移転オープンすることとなりました。

5,000円以上
お買い上げの方に
ミニポーチ
プレゼント！

◆オープン記念 ◆

バスケットボールショップ＆カフェＥＩＧＨＴは、岡崎市初のバスケットボール専門店として誕生し、
地域のバスケットボールファンの皆さまに支えられ、９年間歩んでまいりました。
このたび、バスケットボールショップ＆カフェEIGHTにパワーアップして新しい場所へ引っ越します。
バスケ好きが集まれるショップと、ほっと一息つけるカフェとして、これからも皆さまを
お迎えします。地元にはプロバスケットボールチーム「シーホース三河」があり、
トップレベルの試合を間近で体感できる環境があります。
試合観戦をきっかけに、バスケットボールの楽しさや奥深さに触れ、「やってみたい」
「もっと知りたい」と感じてもらい、そんな時に入口となれるお店を目指しています。
新しい空間で、変わらぬご縁と新しい出会いを。ぜひ遊びに来てください。

Info

2/5 T
H
U

OPEN
（予定）
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　一般社団法人徳川家康公に学ぶ会では、去る１月17日㈯、岡崎信用金庫本店にて第６回目となる家康公シンポジウム
『家康公と岡崎藩』を開催。約300名が聴講しました。
　第１部では、德川宗家19代当主の德川家広氏と水野宗家20代当主の水野勝之氏が「家康公と水野家」をテーマに、
水野氏の取り回しにより対談。家康公の従兄弟の水野勝成公が初代福山藩主となったご縁による岡崎市と福山市（広島
県）の親善都市締結事例など両家に関わる深い関係について紹介がされました。
　第２部のパネルディスカッション「家康公と岡崎藩」では、岡崎市学芸員の湯谷翔悟氏をコーディネーターに、岡崎
藩主を務めた３家の現在のご当主（本多広孝家18代当主 本多助重氏、水野忠元家16代当主 水野忠俊氏、本多忠勝家22
代当主 本多大将氏）と第１部出演のお二方がパネリストとして参加。各家に伝わるご先祖と家康公、あるいは岡崎藩と
のエピソードなどご披露いただき、各家と家康公や岡崎との深い関わりについて学ぶ貴重な機会となりました。

家康公シンポジウム2026
『家康公と岡崎藩』開催

水野宗家20代　水野勝之氏（左）と德川宗家19代　德川家広氏（右） 岡崎藩主家ご当主を囲んでのパネルディスカッションの様子

【第１部　対談『家康公と水野家』】

主催：一般社団法人徳川家康公に学ぶ会（事務局　岡崎信用金庫地域振興部内）
協賛：公益財団法人德川記念財団、岡崎商工会議所、岡崎市徳川家康公顕彰推進協議会

【第２部　パネルディスカッション】
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